
救急情報カードを見直しました

① 様式の見直し
緊急時・災害時のどちらにも活用

② 地域で情報共有
万が一に備えて信頼できる人･機関へ

③ 定期的な更新を

常時携帯＆保管は冷蔵庫に

 地域での見守りに必要な情報

 災害時の支援に必要な情報
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２項目を追加します

市で情報を預かります（支え合い活動と集約して管理）

ご近所･地域の支援者･福祉専門職との共有を推進します



① 様式の見直し：緊急時・災害時のどちらにも活用

地域での見守りに
必要な情報

災害時の支援に
必要な情報

 本人情報

 緊急連絡先

 医療に関する情報

病名・手術歴・かかりつけ医

 担当民生委員・児童委員

 該当自治会

 ご近所・支援機関等

 伝えたいこと

災害時の配慮事項

特別な医療行為 等
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★普段からご近所で親しくしている

★何かあった際のお願い事をしている

★介護･福祉サービスを依頼している

★障害等で災害時の配慮支援が必要

★人口呼吸器等を使用しており、

停電時に特に支援が必要 等

子どもから高齢者・障害者まで全ての人に共通の様式に-より具体的なニーズを記載してください-

本人情報（地域と共有する内容）

 氏名、生年月日、性別、住所、連絡先

 その他登載を希望する理由

地域支え合い活動の本人情報に無い、具体的なニーズを記録します

具体的なニーズ

救急情報カード



地域の支援関係者  親しいご近所の方、友人

 ケアマネジャー、相談支援専門員

 民生委員・児童委員

 地域の自治会関係者

※ 離れて住むお子さん等にも

流山市役所
地域支え合い活動と集約して管理

管理 健康福祉部社会福祉課

要支援者本人・家族

② 地域で情報共有（万が一に備えて信頼できる人・機関へ）
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信頼できる人・機関へ

事前に提供してください

提供は任意です

緊急・災害時のスムーズな支援のために~提供は任意です.貴重な情報は、信頼できる人・機関へ~

※地域防災計画に定める避難支援プランとして扱います

提供の同意

緊急・災害時にのみ活用



もしもの時に活用できるよう、地域・ご近所・関係機関で呼びかけを

③ 定期的な更新を/常時携帯＆保管は冷蔵庫に

救急情報カードの
作成・共有

本人・家族の同意

家の中で救急情報カードを保管する際は、

救急隊員や支援者が見つけやすいように、

多くのご家庭にある冷蔵庫の扉 に

貼って保存してください。

救急情報セットも活用できます

高齢者のみ世帯（一人暮らし含む）、障害者手帳をお持ちの方、

要介護認定を受けた方には、記入済みの救急情報カードを冷蔵庫

内で保存するための『救急情報セット』を無料で配布しています。

災害・緊急事態は

いつ起きるか分かりません！

★情報は定期的に更新を

★外出時には常時携帯を
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